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こちらから市民センター

のＨＰに入れます。 

市民センターは、6月 2 日（火）から一部の施設を除き、利用を再開します。 
つきましては、下記のとおり、利用申込の受付を開始いたします。 
 

受付対象 日 時 申込可能内容・件数 

地域利用団体優先申込 

事前受付（窓口受付のみ） 

 
５月２２日（金）～２４日（日） 

１０時～１７時まで 
 
 

８月分 

１団体：各月１件のみ 

通常申込 

（窓口・電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 

５月２１日（木）～ 
※21日は12時から受付します。窓口で申込希

望団体が複数になった場合は、抽選にて申込

順番を決定します。 
※電話は、つながりにくい場合があります。 

６～７月分 

抽選申込 

（窓口・電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 

５月２６日（火）～３１日（日） 
 

※26日は9時から受付します。 
８月分 

通常申込 

（窓口・電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 
６月１０日（水）～ ８月分 

 ※通常申込においては、窓口が混雑する恐れがありますので、インターネットでのお申込みに
ご協力願います。 

※9月分の利用申込については、通常スケジュールにて受付いたします。地域利用団体優先申
込事前受付は、６月５日（金）から開始します。 

※調理実習室およびフリースペースは、当面の間、ご利用できません。 

※会議室兼調理実習室で会議室のみのご利用を希望される方は、インターネットでは申込がで
きませんので、窓口にお問い合わせください。 

 ～利用にあたってのお願い～ 
①手洗いの徹底やこまめな換気、３密を避けるなど感染予防対策をとりながらご利用ください。 

②各部屋の定員の半数程度でのご利用をお願いします。体育館・ホールについては50名を超える

人数での利用はお控えください。 

③感染予防対策が十分に取れないと判断された場合、利用のキャンセルをしていただいて構いま
せん。この場合、キャンセル料は請求いたしません。 
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市民活動室の利用について 

■「印刷機」･･･１原稿１００円（用紙は持参下さい） 

減免（10割・5割）を承認されている団体が 

印刷機を使用できます（減免証持参） 

■団体内部打合わせ・小会議などにも使用できます 

（譲り合ってのご利用をお願いしています） 

この紙はリサイクルできます 

 
≪市民センターからのお知らせ≫ 
（各日程はコロナウィルス感染症予防対策のため変更になる場合があります。） 

■施設利用の申込み 

 6 月  2 日（火）～9日（火）          8 月分「抽選」確定期間 

 6 月 10日（水）～           8 月分「空き室」申込開始 

 6 月 16日（火）～30日（火）       19 月分「抽選」申込期間 

■６月の市民センター「休館日」 

１日（月）・８日（月）・１５日（月）・２２日（月）・2９日（月） 

■６月の「ホール個人使用日」９：００～１６：３０  

 ２８日（日）２時間単位：一般２４０円・小中学生１２０円 

   ※卓球・バドミントン・バスケット等。（用具はご持参ください。） 

   ※9時時点で3組以上のご希望がある場合のみ抽選になります。 

◆「資源回収庫」９：００～１６：３０ 

※休館日にはご利用いただけません。 

◆「乾燥生ごみ回収」 ※コロナウィルス感染症予防対策のため窓口受付は中止しています。 

◆ 市民活動室は３密を避け、短時間での利用にご協力ください。 

柏木市民センター老壮大学「柏梁学院」は今年30周年を迎えました。毎年定員を超える申し込みが 

あり、人気のある講座です。 

２5周年にはセンターの敷地内に柏の木を植樹しました。 

今回は6年間運営委員長またコーラス部部長として老壮大学を支えてこられた前運営委員長、阿部 

良一さんに柏梁学院の開講を待っている受講生の皆さんへのメッセージを寄せていただきました。 

新緑の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、例年なら5月（今年は 13日）には柏梁学院の開講式が開催され、新入生11名を含み88名

が新たな期待を胸に、新しい出会いとともにそれぞれの学院生活を楽しんでいるところでしたが、今年

度はコロナウィルス感染症予防対策のため、未だ開講されていません。しかし、内外の様々な専門分

野で関係各位の昼夜を問わぬ懸命な努力がなされており、あまり遠くない時期に終息するでしょう。そ

れまで当面の間は、マスク姿などの予防措置継続ですね。ようやく開講となっても密閉・密集・密接の

「3 つの密」の回避やマスク姿の継続であり、会場の配置なども「新しい形での受講スタイル」が求めら

れると思われます。開講は受講生や柏梁学院長、スタッフとともに、遅い 5 月に枯葉から新緑に移り変

わった「25 周年記念植樹・柏の木」も早く早くと待ち望んでいることでしょう。 

さて、柏梁学院には「歴史探訪クラブ」「コーラス部」「カラオケクラ

ブ」「ことば遊びの会」の 4 つのクラブ・サークル活動があります。 

令和 2 年度柏梁学院生の新加入を心よりお待ちしております。 

 

柏梁学院 前運営委員長 阿部 良一 
センター敷地内にある柏の木。 
葉が日に日に大きくなって 
います。（5月 12日撮影） 


